
 

 
 
 
 
 
 
 

年金記録訂正請求に係る答申について 
近畿地方年金記録訂正審議会 

令和８年７月８日答申分 

 

  ○答申の概要 

    （１）年金記録の訂正の必要があるとするもの       ２件 

        国 民 年 金 関 係       ０件 

        厚生年金保険関係       ２件 

    （２）年金記録の訂正を不要としたもの            １件 

        国 民 年 金 関 係       ０件 

        厚生年金保険関係       １件 

    （３）年金記録の訂正請求を却下としたもの  ０件 

        国 民 年 金 関 係       ０件 

        厚生年金保険関係       ０件 

 



  

厚生局受付番号 ： 近畿（受）第 2500710 号 

厚生局事案番号 ： 近畿（厚）第 2600026 号 

 

第１ 結論 

   請求者のＡ社における平成 20 年 12 月、平成 21 年 12 月、平成 22年８月、同年 12 月、平成

23 年 12 月、平成 24年８月、平成 25 年８月及び同年 12 月の賞与の支払年月日及び標準賞与額

については、別表のとおり訂正することが必要である。 

   平成 20 年 12 月、平成 21 年 12 月、平成 22 年８月、同年 12 月、平成 23 年 12 月、平成 24

年８月、平成 25年８月及び同年 12 月の標準賞与額については、厚生年金保険の保険給付及び

保険料の納付の特例等に関する法律第１条第５項の規定により、保険給付の計算の基礎となる

標準賞与額として記録することが必要である。 

   事業主は、請求者に係る平成 20年 12 月、平成 21年 12 月、平成 22 年８月、同年 12月、平

成 23 年 12 月、平成 24 年８月、平成 25 年８月及び同年 12 月の標準賞与額に基づく厚生年金

保険料を納付する義務を履行していないと認められる。 

 

第２ 請求の要旨等 

１ 請求者の氏名等 

   氏    名 ： 女 

   基礎年金番号 ：  

   生 年 月 日 ： 昭和 42 年生 

   住    所 ：  

 ２ 請求内容の要旨 

   請 求 期 間 ： ① 平成 20 年 12 月 

            ② 平成 21年 12 月 

            ③ 平成 22 年８月 

            ④ 平成 22年 12 月 

            ⑤ 平成 23年 12 月 

            ⑥ 平成 24 年８月 

            ⑦ 平成 25 年８月 

            ⑧ 平成 25年 12 月 

Ａ社の元同僚から同社の賞与記録がないことを聞き、年金事務所で確認したところ、私の

賞与記録もないことが分かった。 

私は、賞与明細書は保管していないが、請求期間①から⑧までの各期間に賞与が支給され

ていたので、記録を訂正してほしい。 

 

第３ 判断の理由 

   請求期間①から⑧までの各期間について、Ａ社から提出された総合振込依頼明細表、総合振

込送信データ一覧、請求者から提出された預金通帳及び元同僚の賞与明細書から判断すると、

請求者は、同社から別表の標準賞与額に見合う額の賞与の支払を受け、当該賞与から厚生年金

保険料を事業主により控除されていたことが認められる。 

   したがって、請求期間①から⑧までの各期間に係る標準賞与額については、前述の総合振込

依頼明細表等により推認できる賞与額及び厚生年金保険料控除額から、別表のとおりとするこ

とが妥当である。 

   また、請求期間①から⑧までの各期間に係る賞与支払年月日については、Ａ社からの回答及

び請求者から提出された預金通帳から、別表のとおりとすることが妥当である。 

   なお、事業主が請求者の請求期間①から⑧までの各期間に係る厚生年金保険料を納付する義



  

務を履行したか否かについては、事業主は、当該各期間に係る厚生年金保険料を納付したか否

かは不明と回答しているものの、当該各保険料を徴収する権利が時効により消滅した後の令和

４年４月 27 日に請求者の厚生年金保険被保険者賞与支払届を年金事務所に提出していること

から、社会保険事務所（平成 22 年１月以降は、年金事務所）は、請求者の当該各期間に係る

厚生年金保険料について納入の告知を行っておらず、事業主は、当該各保険料を納付する義務

を履行していないと認められる。 

 

 

 

別表 

 

 

 

 

 

 

 

 

請求 

期間 
賞与支払年月日 標準賞与額 

① 平成 20年 12 月 12 日 ５万円 

② 平成 21年 12 月 15 日 12 万円 

③ 平成 22 年８月 10 日 12 万 2,000 円 

④ 平成 22年 12 月 10 日 12 万 2,000 円 

⑤ 平成 23年 12 月９日 12 万円 

⑥ 平成 24 年８月 10 日 12 万円 

⑦ 平成 25 年８月９日 12 万円 

⑧ 平成 25年 12 月 20 日 12 万円 



   

厚生局受付番号 ： 近畿（受）第 2501047 号 

厚生局事案番号 ： 近畿（厚）第 2600024 号 

 

第１ 結論 

   請求者のＡ社における請求期間①から⑧までの各期間の標準賞与額を別表のとおり訂正す

ることが必要である。 

   請求期間①から⑧までの各期間の標準賞与額については、厚生年金保険の保険給付及び保険

料の納付の特例等に関する法律第１条第５項の規定により、保険給付の計算の基礎となる標準

賞与額として記録することが必要である。 

   事業主は、請求者に係る請求期間①から⑧までの各期間の標準賞与額に基づく厚生年金保険

料を納付する義務を履行していないと認められる。 

 

第２ 請求の要旨等 

１ 請求者の氏名等 

   氏    名 ： 男 

   基礎年金番号 ：  

   生 年 月 日 ： 昭和 55 年生 

   住    所 ：  

 ２ 請求内容の要旨 

   請 求 期 間 ： ① 平成 20 年 12 月 12 日 

            ② 平成 21年 12 月 15 日 

            ③ 平成 22 年８月 10日 

            ④ 平成 22年 12 月 10 日 

            ⑤ 平成 23年 12 月９日 

            ⑥ 平成 24 年８月 10日 

            ⑦ 平成 25 年８月９日 

            ⑧ 平成 25年 12 月 20 日 

年金事務所から、Ａ社に勤務していた期間の賞与記録を確認するようにとの連絡があった

ので確認したところ、賞与記録がないことが分かった。 

私は、賞与明細書は保管していないが、請求期間①から⑧までの各期間に賞与が支給され

ていたことを覚えているので、記録を訂正してほしい。 

 

第３ 判断の理由 

   請求期間①から⑧までの各期間について、Ａ社から提出された総合振込依頼明細表、総合振

込送信データ一覧及び元同僚の賞与明細書から判断すると、請求者は、同社から別表の標準賞

与額に見合う額の賞与の支払を受け、当該賞与から厚生年金保険料を事業主により控除されて

いたことが認められる。 

   したがって、請求期間①から⑧までの各期間に係る標準賞与額については、前述の総合振込

依頼明細表等により推認できる賞与額及び厚生年金保険料控除額から、別表のとおりとするこ

とが妥当である。 

   なお、事業主が請求者の請求期間①から⑧までの各期間に係る厚生年金保険料を納付する義

務を履行したか否かについては、事業主は、当該各期間に係る厚生年金保険料を納付したか否

かは不明と回答しているものの、当該各保険料を徴収する権利が時効により消滅した後の令和

４年４月 27 日に請求者の厚生年金保険被保険者賞与支払届を年金事務所に提出していること

から、社会保険事務所（平成 22 年１月以降は、年金事務所）は、請求者の当該各期間に係る

厚生年金保険料について納入の告知を行っておらず、事業主は、当該各保険料を納付する義務

を履行していないと認められる。 



   

 

別表 

 

 

 

 

 

 

 

 

請 求 期 間 標準賞与額 

① 平成 20年 12 月 12 日 ７万円 

② 平成 21年 12 月 15 日 12 万円 

③ 平成 22 年８月 10 日 13 万 5,000 円 

④ 平成 22年 12 月 10 日 14 万円 

⑤ 平成 23年 12 月９日 13 万円 

⑥ 平成 24 年８月 10 日 13 万円 

⑦ 平成 25 年８月９日 13 万円 

⑧ 平成 25年 12 月 20 日 13 万円 



      （案） 

厚生局受付番号 ： 近畿（受）第 2600102 号 

厚生局事案番号 ： 近畿（厚）第 2600025 号 

 

第１ 結論 

   請求期間について、請求者のＡ社（現在は、Ｂ社）における厚生年金保険被保険者資格の喪

失年月日の訂正を認めることはできない。 

 

第２ 請求の要旨等 

１ 請求者の氏名等 

   氏    名 ： 男 

   基礎年金番号 ：  

   生 年 月 日 ： 昭和 24 年生 

   住 所 ：  

２ 請求内容の要旨 

     請 求 期 間 ： 平成 13 年９月 30 日から平成 16年５月１日まで 

   平成 13 年５月から平成 16年４月までの間、Ａ社に在籍したが、年金記録によると、厚生

年金保険の被保険者資格喪失年月日は平成 13 年９月 30 日となっており、請求期間に係る被

保険者記録がない。 

   調査の上、Ａ社における厚生年金保険の被保険者資格喪失年月日を平成 16 年５月１日に

訂正してほしい。 

 

第３ 判断の理由 

   厚生年金保険の保険給付及び保険料の納付の特例等に関する法律に基づき、記録の訂正及び

保険給付が行われるのは、請求者が請求期間において、請求対象事業所に勤務又は在籍し、厚

生年金保険の被保険者となる要件を満たしていたことが認められた上で、当該期間に係る厚生

年金保険料を事業主により給与から控除されていたと認められることが要件とされている。 

しかしながら、Ｂ社は、請求者はＡ社に勤務していたが、資料が無いため、勤務期間及び雇

用形態は不明である旨回答しており、請求期間において厚生年金保険の被保険者となる勤務形

態であったか否かについて確認することができない。 

また、オンライン記録において、請求期間の全部又は一部の期間にＡ社における厚生年金保

険の被保険者記録がある者に請求者の勤務実態等について照会を行ったが、請求者のことを知

っていると回答した４人は、いずれも請求者の勤務実態等は不明である旨回答していることか

ら、これらの者から請求者の請求期間における勤務実態等を確認することができない。 

さらに、オンライン記録によると、請求者のＡ社における健康保険及び厚生年金保険の被保

険者資格の喪失に係る処理は、社会保険事務所（当時）において平成 13 年 10 月 16 日付けで

行われており、健康保険被保険者証が返納されていることが確認できる上、請求者の請求期間

当時の住所地であるＣ市は、請求者は請求期間において同市の国民健康保険に加入している旨

回答している。 

加えて、請求者は給与明細書等の資料を所持しておらず、このほかに、請求者が請求期間に

おいて、Ａ社に厚生年金保険の被保険者要件を満たして勤務又は在籍していたこと及び厚生年

金保険料を控除されていたことについて、確認又は推認できる関連資料及び周辺事情は見当た

らない。 

これらの事実及びこれまでに収集した関連資料等を総合的に判断すると、請求者が、厚生年

金保険の被保険者として、請求期間に係る厚生年金保険料を事業主により給与から控除されて

いたと認めることはできない。 


